
（１）学力に関わる児童の実態
横浜市学力・学習状況調査によると、どの学年も、横
浜市の平均正答率と比べ、高いか同等という教科が
多い。また、個人に着目してみると、国語、算数いず
れにおいても、８割以上の子どもが昨年度より「学力
レベルの伸び」が見られている。

（横浜市学力・学習状況調査　生活・学習意識調査）

（２）これまでの学校の取組状況
令和６年度は、「お互いの考えを大切にし、進んで伝
える子の育成」というテーマのもと、自分の考えを大
切にしてもらえる集団であれば、自分の考えを進んで
伝えられるようになるという仮説を立て、「安心して学
べる場」を考えた授業作りについて研究してきた。
その成果として、自分の考えを進んで発言する姿や、
友達の意見から見方や考え方を広げていくよさを感じ
る姿が多く見られた。しかし、自分の意見が批判され
てしまうことへの不安から発言に消極的な子どもも一
定数おり、対立を恐れ、本音を言うことなく表面的な
話し合いで終始し、お互いが納得のいくところまで話
し合い、自分の考えを見つめ直したり、学びを深めよ
うとしたりすることについては課題が残っている。

お互いの考えを大切にし、進んで伝える子の育成
～子どもの発言を引き出し、話合いを調整する支援～

主体的に運動を楽しむことができるように、年間を通して体力を向上に励むことができる機会を設け
る。日々の生活で健康に気を付けようとすることができるように、これまで行ってきた取組を一層強化
し、継続して行う機会を設ける。

目標を実現するための具体的行動プラン

下
半
期

〇教師がファシリテーターとなる。
・学びの場の環境を整える。
・子どもたちの多様な考えを受け止め、価値付ける。
・子ども一人ひとりの発言を引き出し、話し合いを調整する。

①研究授業等で参観したことを生かして、日々の授業で実践する。
②研究授業等で互いの授業を参観し、意見交換する。
③振り返りをする。

下
半
期

目標を実現するための具体的行動プラン

上
半
期

〇教師がファシリテーターとなる。
・学びの場の環境を整える。
・子どもたちの多様な考えを受け止め、価値付ける。
・子ども一人ひとりの発言を引き出し、話し合いを調整する。

①ファシリテーターの役割や仕方を理解する。（研修）
②日々の授業で実践する。
③研究授業等で互いの授業を参観し、意見交換する。

上
半
期

〇児童が体力目標を立てて授業に取り組むことができるように、単元構想や運動する場を工夫
したり、運動量・学習量を十分に確保したりして、授業を展開できるようにする。
〇運動したくなる取組を児童運動委員会の活動や児童学校保健委員会の活動等で設定する。
〇ボール投げの力を高めることができるように、日々の授業や児童運動委員会の取組でボール
操作や投げる力を高めることができるような取組を行う。
〇調整力を高めることができるように、年間を通して、縄跳びに取り組む機会を体育の授業や休
み時間等で確保する。
〇もっとじょうぶな体をつくろうとすることができるように、食後の歯磨き体操や、毎朝の姿勢体
操に継続して取り組む時間を確保する。
〇自身の健康に関する課題を見出し、解決しようとする気持ちをはぐくむことができるように、児
童学校保健委員会の活動を通して、全校で取り組むことができる内容を設定する。

〇運動会に向けて主体的に活動に取り組むことができるように、児童の思いや願いを大事にす
る声掛けを行う。
〇運動したくなる取組を児童運動委員会の活動や児童学校保健委員会の活動等で設定する。
〇ボール投げの力を高めることができるように、日々の授業や児童運動委員会の取組でボール
操作や投げる力を高めることができるような取組を行う。
〇調整力を高めることができるように、年間を通して、縄跳びに取り組む機会を体育の授業や休
み時間等で確保する。
〇食後の歯磨き体操や、毎朝の姿勢体操に継続して取り組む時間を確保する。
〇自身の健康に関する課題を見出し、解決しようとする気持ちをはぐくむことができるように、上
半期の児童学校保健委員会の取組を振り返り、全校で取り組むことができる内容を再度設定す
る。

【これまでの本校の取組】
本校の児童は、多くの児童が体育活動に意欲的に取
り組み、休み時間も外遊びをして活発に体を動かして
いる様子が見られる。歯磨き体操、姿勢体操、学校保
健委員会主催の活動にも前向きに取り組んでいる。
児童運動委員会でフラフープ集会やシューティング
ゲーム等、運動する機会を設けられている。
児童学校保健委員会では、「もっとじょうぶな体をつく
ろう～えがおで元気に外であそぼう！」をテーマに、ク
ラスで考えた目標や、リズムジャンプに取り組んだ。
【体力・運動能力調査の結果に基づく、児童の状況】
令和６年度の体力テストの結果を見ると、男女とも
に、学年による差はあるが、横浜市の平均と同程度で
ある。しかし、ボール投げと反復横跳びの結果が横浜
市の平均よりやや低い傾向にあることが分かった。

学力向上に関わる本校の状況 今年度の目標 健やかな体に関わる本校の状況

授業改善
前年度の「自分の考えをもち、進んで伝える子の育成」という研究テーマから発展させ、「お互いの考えを大切にし、進んで伝え合え
る子の育成」をテーマに、お互いの考えを大事にし、自分の考えを深める姿を目指す。子どもたちが安心して学べる場としての学級
作りを土台とし、教師が子どもの発言を引き出し、話合いを調整する支援を行い、自由な発想を尊重しながら子どもたちにゆだねる
場面を取り入れる。併せてICTを効果的に活用する。

健康教育
①主体的に運動を楽しむことができるように、日々の授業や児童運動委員会の取り組みを通して、運動にかかわ
る機会を設ける。
②日々の生活や学校保健委員会での活動を通して、じょうぶな体をつくる取組を一層強化して実施していく。

担当 研究部・ＧＩＧＡ推進 担当 体育部・保健安全部

今年度の目標

健やかな体の育成プラン

重点取組分野 具体的取組 重点取組分野 具体的取組

学力向上アクションプラン

①各学年の児童がそれぞれの役割を
自覚して自分の役目を果たそうとする姿
を目指し、たてわり活動や異学年交流
を一層推進する。（特別活動）
②礼儀や規律を大切にし、友達を思い
やる行動ができるように、児童一人ひと
りが主体的に自己を見つめ、よりよい生
き方を考え議論する道徳科の授業を充
実させる。（道徳科）

　　　４つの取組（人権尊重の意識を高める取組　自尊感情の育成をめざす取組　様々
な人権にかかわる問題の解決をめざす取組　教職員の研修の推進）の充実をめざして

目標を実現するための具体的行動プラン

上
半
期

＜人権尊重の精神基盤とする授業づくり＞
◎「だれもが」「安心して」「豊かに」生活できる学校を目指した取組を進める。そのため、学校教
育目標「子どもが輝き、ともに学び合う鴨一小」の目指す学習活動に自ら取り組み、自分の思い
や考えを進んで表現し、共感し合える子の育成を図る。また、友達と学び合い、互いのよさを認
め合いながら、自分の課題を解決していくことができる子どもを育てるために教師の声のかけ方
についても重点を置く。
＜教職員の人権意識を高める校内研修計画＞
◎年５回（５・９月）の職員打ち合わせ時に「教職員の人権意識を高める研修」を行う。事例集な
どの様々な資料を活用すると共に、人権教育推進担当者研修で行った研修を校内でも行う。ま
た、日常の中でも教職員同士が安心して悩みや困り感を出すことができるような環境づくりに努
める。７月には鴨志田中学校ブロック小中合同人権研修を行う予定。

下
半
期

＜自尊感情を育む取組＞
・人権週間に、小中合同で標語を作成し、掲示する。
・様々な活動において、たてわり班で仲間と繋がる活動をする。特に全校遠足においては、各学
年に役割をもたせることで、自己有用感を高める。
・横浜プログラムを授業に取り入れ、自分づくり、集団づくり、仲間づくりをはじめ、社会的スキル
を高める。
・重点研究を通して、お互いの考えを大切にし、児童が主体的に学習に取り組めるようにする。
＜教職員の人権意識を高める校内研修計画＞
◎年５回（１１・１・３月）の職員打ち合わせ時に「教職員の人権意識を高める研修」を行う。事例
集などの様々な資料を活用すると共に、人権教育推進担当者研修で行った研修を校内でも行
う。また、日常の中でも教職員同士が安心して悩みや困り感を出すことができるような環境づくり
に努める。人権週間の取組（１２月）で、掲示物を作成する。

中期取組目標
〇自分ごととして身近な材にかかわり、進んで表現する子を育てます。
・子ども一人ひとりの思いを大切にしながら、安心して表現できる学級の雰囲気づくりを進めます。

〇自ら学習問題を見つけ、事実をもとに追求し、社会的な見方・考え方を用いながら解決したことを進んで伝え合う子を育てます。
・子ども一人ひとりが主体的に学習に取り組めるよう、「学習が分かる、楽しい」と実感できる授業作りを進めます。

横浜市立 鴨志田第一小学校

学校教育目標
「子どもが輝き　ともに学び合う　鴨一小」
○進んで学習に取り組み、自分の考えを深め、豊かに表現できる力を育てます。（知）
○感謝の気持ちや思いやりの心をもって、自他を大切にする態度を育てます。（徳）
○規則正しい生活を心がけ、心身ともにたくましく生きる力を育てます。（体）
○まちとの関わりを大切にし、地域や社会のために自ら実践する力を育てます。（公）
○人とのコミュニケーションを通して、広い視野でともに生きていく力を育てます。（開）

進んで考えを伝え合う力

人と学ぶ・人に学ぶ・自ら学ぶ力

具体化した資質・能力

主体的に学習の問題を解決しようとする力　　　情報を分析し自分の考えを構築する力

相手の考えを受け入れ、互いに認め合う態度　　　多面的、多角的に考察する力

よりよい社会を考え学習したことを社会生活に生かそうとする態度

教育課程全体で
育成を目指す資質・能力

豊かな心の育成推進プラン

中期取組目標実現に向けた「三つのプラン」
重点取組分野 具体的取組

令和７年度

人権教育
①自ら選択したり、できることを増やしたりする体験を通し、自尊感情や自己有用感を育む人権が尊重される取組を推進する。
②保護者、地域の人とふれあう活動を大切にするとともに、校外学習等を通し、出会う「人」とのつながりを生かした学習を展開す
る。
③豊かな心の育成を目指して、道徳科を要として学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育を推進する。担当 人権部・特活部・道徳部

豊かな心に関わる本校の状況 今年度の目標


